
平成™œ年˜月˜˜日 金曜日 第œ �š号官 報
３
法
第
2
0条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

一
般
国
道
5
6号
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。）

は
、
高
知
市
を
起
点
と
し
、
四
万
十
市
、
宇
和
島

市
等
を
経
て
松
山
市
に
至
る
延
長
約

3
5
5
›
の
主

要
幹
線
道
路
で
あ
る
。

本
路
線
が
通
過
す
る
愛
媛
県
宇
和
島
市
及
び
南

宇
和
郡
愛
南
町
（
以
下
「
本
地
域
」と
い
う
。）は
、

海
面
養
殖
業
等
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
水
産
品

と
し
て
は
マ
ダ
イ
や
ブ
リ
類
等
の
養
殖
が
行
わ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
水
産
品
は
関
東
及
び
関
西
方

面
等
へ
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
地
域
に
は
こ
れ
ら
の
物
流

等
を
担
う
主
要
幹
線
道
路
が
本
路
線
し
か
な
く
、

本
件
区
間
に
対
応
す
る
本
路
線
（
以
下
「
現
道
」

と
い
う
。）は
、
物
流
等
に
よ
る
通
過
交
通
と
地
域

住
民
の
地
域
内
交
通
と
が
ふ
く
そ
う
し
、
慢
性
的

な
交
通
混
雑
が
発
生
し
て
お
り
、
主
要
幹
線
道
路

と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
。

平
成
2
2年
度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、

現
道
の
自
動
車
交
通
量
は
、
宇
和
島
市
津
島
町
高

田
地
内
で

1
7¶
1
1
3台
／
日
で
あ
り
、
混
雑
度
は

1•
4
0と
な
っ
て
い
る
。

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
既
に
供
用
済
み
で

あ
る
本
路
線
（
宇
和
島
道
路
）
の
他
の
区
間
と
接

続
し
、
高
速
自
動
車
国
道
四
国
横
断
自
動
車
道
愛

南
大
洲
線
と
連
絡
す
る
こ
と
か
ら
、
所
要
時
間
の

短
縮
及
び
定
時
性
の
確
保
が
図
ら
れ
、
物
流
の
効

率
化
等
に
寄
与
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。ま
た
、

本
件
区
間
が
現
道
の
通
過
交
通
を
分
担
す
る
こ
と

か
ら
、
現
道
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
緩
和
が
図
ら

れ
る
な
ど
、
安
全
か
つ
円
滑
な
自
動
車
交
通
の
確

保
に
寄
与
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

な
お
、
本
件
事
業
が
生
活
環
境
等
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価

法
（
平
成
９
年
法
律
第
8
1号
）
等
に
基
づ
く
環
境

影
響
評
価
の
実
施
対
象
外
の
事
業
で
あ
る
が
、
起

業
者
が
平
成
2
3年
８
月
に
環
境
影
響
評
価
法
等
に

準
じ
て
、
任
意
で
大
気
質
、
騒
音
等
に
つ
い
て
環

境
影
響
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
に
よ

る
と
、
い
ず
れ
の
項
目
に
お
い
て
も
環
境
基
準
等

を
満
足
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら

れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
と
認
め

ら
れ
る
。

二
^

保
安
林
の
所
在
場
所

群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
大

字
鎌
原
字
笹
平
六
八
八
の
五
、
六
八
九
の
五
、
六
九

五
の
四
、
六
九
六
の
五
、
七
一
〇
の
一
八
、
七
一
〇

の
七
二
、
七
二
〇
の
四
、
七
二
一
の
五
、
七
二
一
の

七
、
字
丸
七
四
一
の
五
六
、
七
四
二
の
五
、
七
四
二

の
六
、
七
四
二
の
一
七

_

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
群
馬
県
庁
及
び
関
係
町
村
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
二
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

保
安
林
の
所
在
場
所

群
馬
県
渋
川
市
伊
香
保
町
伊

香
保
字
乙
ノ
硯
石
五
〇
九
の
一
三
三
、
北
群
馬
郡
吉
岡

町
大
字
上
野
田
字
湯
出
入
三
一
六
六
の
三
、三
一
六
八
、

利
根
郡
み
な
か
み
町
新
巻
字
芹
沢
二
一
一
八
、
湯
宿
温

泉
字
鍜
治
窪
二
一
九
七
の
一
、
二
一
九
八
、
月
夜
野
字

黒
岩
七
九
三
、
七
九
四
、
字
小
田
野
七
九
八
の
一
、
七

九
九
、
字
八
木
野
八
五
九
、
八
六
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
群

馬
県
庁
並
び
に
渋
川
市
役
所
及
び
関
係
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
百
二
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一
^

保
安
林
の
所
在
場
所

群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町

大
字
小
雨
字
下
平
八
二
六
の
四
、
八
二
八
の
一
、
八

二
八
の
二
、
大
字
折
田
字
十
二
平
一
九
三
八
、
一
九

四
五
か
ら
一
九
四
七
ま
で
、
一
九
四
九
、一
九
五
〇
、

東
吾
妻
町
大
字
本
宿
字
柳
平
七
八
九
、
字
船
頭
畝
八

五
二
の
一
、
八
五
三
の
一
、
字
坂
上
九
〇
八
の
一

_

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

`

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に

よ
る
。

字
下
平
八
二
六
の
四
・
八
二
八
の
一
（
以
上

二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
八
二
八
の
二
、
字
十
二
平
一
九
三
八
、

一
九
四
五
か
ら
一
九
四
七
ま
で
、
一
九
四
九
、

一
九
五
〇
、
字
柳
平
七
八
九
、
字
船
頭
畝
八
五

二
の
一
、
八
五
三
の
一
、
字
坂
上
九
〇
八
の
一

]

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る

伐
採
種
を
定
め
な
い
。

^

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

_

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計

画
の
変
更
を
承
認
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

施
行
者
の
名
称

国
土
交
通
大
臣

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
二
十
年
十

二
月
二
日
国
土
交
通
省
告
示
第
千
四
百
三
十
二
号
成
田

都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
三
十
二
号
北
千
葉
道
路

線
三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
十
九
年
六
月
六
日
至
平
成

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
十
二
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
一
月
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

第
１
起
業
者
の
名
称
国
土
交
通
大
臣

第
２
事
業
の
種
類
一
般
国
道
5
6号
改
築
工
事
（
宇
和

島
道
路
・
愛
媛
県
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
及
び
同
市

津
島
町
高
田
地
内
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
愛
媛
県
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
及

び
津
島
町
高
田
地
内

２
使
用
の
部
分
愛
媛
県
宇
和
島
市
津
島
町
近
家
及

び
津
島
町
高
田
地
内

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る

た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
愛
媛
県
宇
和
島
市
津
島
町

岩
松
地
内
か
ら
同
市
津
島
町
高
田
地
内
ま
で
の
延
長

3•
5
›
の
区
間
（
以
下
「
本
件
区
間
」
と
い
う
。）を

全
体
計
画
区
間
と
す
る
「
一
般
国
道
5
6号
改
築
工
事

（
宇
和
島
道
路
）」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）

の
う
ち
、
上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
道
路
法
（
昭
和

2
7年
法
律
第

1
8
0

号
）
第
３
条
第
２
号
に
掲
げ
る
一
般
国
道
に
関
す
る

事
業
で
あ
り
、
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
道
路
法

に
よ
る
道
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一
般
国
道
の
改
築
は
、
道
路
法
第
1
2条
の
規
定
に

よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

本
件
区
間
は
、
同
法
第
1
3条
第
１
項
の
指
定
区
間
に

該
当
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
起
業
者
で
あ
る
国
土
交

通
大
臣
は
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と

能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。
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